












































































































































































































































● ベン｜ ’ 
データベース
６問題と課題
右効なI:業製品の製品知識、個人の蓄積した知識、締験やノウハウ
を如何にデータベースに保存するかが鍵となる。これは、個人レベル
で実施するのでなく、全社レベルで組織的に実施することが重要であ
る。
７むすび
に業製品のサービス化の状況、サービス・サイエンスとは何か、そ
れを実現する課題について述べた｡益々社会が高度化するのに伴って、
サービス化が進展することが予想苔れ、特に先進国では重要な課題で
ある。Computerが開発きれ、その後ComputerScienccが誕生した
のと同様に、ServiccからServiccScienceが誕生することが期待さ
れる。
サービスサイエンスの嵯開と課題’１１５
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